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カナダの金融市場動向 Weekly Report

先週のカナダ・ドルは、対円で下落しました。カナダ
5年国債利回りも低下しました。

先週は、金融政策決定会合が開催され、カナダ銀
行（中央銀行）は政策金利（翌日物金利の誘導目標）
を据え置きました。議事録では、経済が落ち込んでい
ることなどから、今後の利上げペースは鈍化すること
が示唆されました。また、ECB（欧州中央銀行）が新た
な資金供給オペの導入を発表し、欧米金利が低下し
たことも材料視され、カナダの金利は低下し、それに
連れる形でカナダ・ドルも下落しました。

経済指標では雇用統計が発表になっており、雇用
者数は、市場予想を大幅に上回る伸びとなりました。
フルタイム雇用者数は増加し、パートタイム雇用者数
は減少しているため、雇用の質の改善が見てとれま
す。

今週、カナダでは住宅関連の指標の発表がいくつ
か予定されています。米国では、CPI（消費者物価
指数）の発表が予定されており、市場予想を上回る
結果になれば、米国の利上げ観測の高まりに伴い、
カナダの金利の上昇圧力につながることが予想され
ます。

足元ではECBが景気予測を引き下げ、利上げ時
期を後ずれさせたことや主要国の軟調な経済指標
を受け、世界景気の減速が再び市場で懸念されて
います。一方、株式市場は金融緩和環境の強まりを
好感して底堅く推移しており、カナダの通貨、金利を
下支えすることが見込まれるため、今後の主要先進
国の金融政策の動向には注目が集まります。

※四捨五入の関係で数値とグラフの目盛りが一致しない場合があります。
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■当資料は、ファンドの状況や関連する情報等をお知らせするために大和投資信託により作成されたものであり、勧誘を目的としたものではありません。■当資料は、
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（出所）Bloomberg等より大和投資信託作成

【カナダ・ドル　為替推移】 （2019年2月8日～2019年3月8日）
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（2019年2月8日～2019年3月8日）【カナダ　金利推移】
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【2019年3月2日～2019年3月8日の推移】

（出所）Bloomberg等より大和投資信託作成


